
「部落差別の解消の推進に関す
る法律」が昨年12月に成立し、施
行されたことはご存じでしょうか。こ
の法律の第一条を見てみると、「こ
の法律は、現在もなお部落差別が
存在するとともに、情報化の進展に
伴って、部落差別に関する状況の
変化が生じていることを踏まえ、全
ての国民に基本的人権の享有を保
障する日本国憲法の理念にのっと
り、部落差別は許されないもので
あるとの認識の下にこれを解消する
ことが重要な課題であることに鑑み、

（中略）部落差別の解消を推進し、
もって部落差別のない社会を実現
することを目的とする。」とあります。

この法の注目すべきところは、国
が部落差別は今なお存在する、とい
うことを認めたことと、部落差別の

愛であふれる上島町へ / 島おこし協力隊活動報告

こんにちは、島おこし協力隊の佐藤です。
ゴールデンウィークは、しまなみ海道だけ

でなくこの上島町にも多くの人が訪れ、と
ても賑わいました。私はこの４月から弓削の
離島体験滞在交流施設「せとうち交流館」
にて勤務をしておりますが、主に県外の方
からキャンプ場やレンタサイクルのお問い合
わせや予約が非常に多く、上島町への観
光の関心が高まっていることを感じました。
特にサイクリングは日常的にサイクリングを
している人だけでなく、ちょっと自転車に乗っ
て島を散策して楽しみたいという利用の仕
方が、幅広い世代から増えているように思
います。

今年度より、上島町の滞在型観光事業
として、様々な「体験プログラム」紹介が
始まっています。収穫体験や料理体験など、
それぞれが上島町ならではのオンリーワン
の体験プログラムとなっています。私もこの

「体験プログラム」に登録しており、「ちょっ
と自転車に乗って島を散策してみたい」方
向けのサイクリングガイドと、島で食べられ
るグルメの案内をします。上島町に飲食店
は多くなく、日によってはお昼ご飯を食べら
れるところがあまりなかったりしますが、美
味しいお弁当をきれいな海の見える場所で
食べる、などということでも島外から来た人
にとっては非日常な体験となりえます。島に
住んでいる人にとっては日常の風景だったり
畑作業など日々の仕事だったりが、訪れる
人にとって非日常の体験となる、それがこの

「体験プログラム」であると思います。
大型観光バスでやって来るような施設、

行列のできるようなグルメはありませんが、
島の美しい風景と静かな日常の暮らしが上
島町の魅力です。島を訪れる人に、この
魅力を伝えるお手伝いができれば、と思っ
ています。

島の日常は訪れる人にとっての非日常島おこし協力隊活動報告
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今、私たちにできることー部落差別解消のためにー

高浜八幡神社の海岸から望
む景色

解消を重要な課題としたことです。
昨年、岩城地区の地域ふれあ

い学習会では岩城中学校の生徒と
地域の方と共に、部落差別の歴史
や、結婚差別、就職差別、身元調
査等について話し合いました。その
中でも、「部落差別は見たことがな
い」「そうなってみないとよく分から
ない」という意見も聞かれました。
しかし、実際の差別の現状は、確
かに見えにくくなった部分もあります
が、インターネットを使っての誹謗中
傷など、姿かたちを変え、いまだに
多くの方を苦しめています。これを
放置しておくことは差別です。また、
これらの課題に直面した時、正しい
行動がとれるのは、正しく理解をし
た人だけだと思います。

子どもたちは今、学校教育におい

て部落差別の歴史や差別の不合理
さを正しく学んでいます。私たち大
人も今更ではなく、この法律のでき
た今だからこそ、改めて真剣にこの
問題に取り組んで行かなければなら
ないのではないでしょうか。

７月６日（木）に
は、 弓 削 高 校 の
生徒とともに「部
落差別解消のため
に」をテーマに弓
削地区地域ふれあ

い学習会を開催します。この機会に
ぜひ参加し、一緒に学びましょう！

県総体東予地区予選出場
４月に愛媛県高等学校総合

体育大会の東予地区予選が行
われました。男子テニス部の西
倉季樹さんは「今回の大会で
は思うように自分の力を出し
切ることができませんでした。
日々の練習で力を出せなかっ
たら本番でも出せないので１
日１日の練習を大切にしてい
きたいです。」と話していまし
た。女子ソフトテニス部の松
浦華さんは「練習してきたこ
とに自信と誇りを持って挑戦
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マイコン部が愛顔のえひめ賞
受賞のため県庁を訪問

４ 月 25 日 ( 火 )、knee’s 
needsチームのマイコン部５名
が「愛顔のえひめ賞」受賞のた
め、県庁を訪問しました。

中村県知事から賞状・盾をい
ただき、システムの説明を簡単
なデモを交えて行いました。

式の後、総務省四国総合通信
局を表敬訪問し、受賞の報告を
行いました。

本受賞は総務省NICT主催起
業家甲子園最優秀賞・総務大臣
賞受賞によるものです。
図書館でアニマルボールペンプ
レゼント企画実施中

弓削商船高等専門学校では、
図書館を一般開放しており、地
域住民の方もご利用いただけま
す。図書館では約74,000冊の
図書を所蔵しているほか、新聞
や雑誌なども揃えており、文学
賞の受賞作品や人気の作家の作
品を集めたコーナーを設置して
います。

ただいま、本を10冊借りた
方にアニマルボールペンを1本
プレゼントしております。実施
期間は平成30年3月末までを

予定しています。どなたでも参
加いただけますので、奮ってご
参加ください。

なお、貸出許可証の発行の際
は身分証明書が必要となります
ので、貸出をご希望の方は身分
証明書を持参いただきますよう
お願いいたします。

この機会に、ぜひ弓削商船高
等専門学校図書館にお越しくだ
さい。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

し、弓削高 WILD BOARS ら
しい試合をすることができま
した。」と話していました。卓
球部の宗近せとさんは「私は
初戦敗退でしたが、県総体に
行く人もいるので、頑張って
ほしいです。」と話していまし
た。バドミントン部の濱田日
和さんは、「強い相手のプレー
をたくさん学べる良い機会に
なりました。県総体では悔い
なく終えられるよう頑張りま
す。」と話していました。体育

活動部（剣道）の山本悠馬さ
んは、「少ない練習時間でした
が、精いっぱい頑張りました。」
と話していました。
第12回俳句一草庵に向井優海
さんが特選

「春潮や蹴立て入り来る定期船」
この句はNPO法人まつやま

山 頭 火 倶 楽 部
主催の第 12 回
俳句一草庵で、
特 選 表 彰 さ れ
た ２ 年 生 の 向
井 優 海 さ ん の
作品です。「表彰式では、いろ
いろな方が作った俳句を聞く
ことができ、とても良い経験
になりました。」と話していま
した。
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